
-1- 

 
 

                                              

小
笠
原
村
長
選
挙
の
結
果 

  

７
月
17
日
執
行
の
小
笠
原
村
長
選
挙
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
方
が
無
投
票
に
よ
り
当
選
人
と
な
り

ま
し
た
。 

【
当
選
人
】
森
下 

一
男 

 

●
問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

渇
水
対
策
に
つ
い
て 

 

◎
父
島
で
は
減
圧
給
水
を
実
施
中
で
す
。 

 

台
風
６
号
に
よ
る
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ダ
ム
貯
水
量
は
父
島
、
母
島
と
も
通
常
の
年

よ
り
も
大
幅
に
低
下
し
た
ま
ま
で
す
。 

父
島
で
は
渇
水
対
策
と
し
て
７
月
４
日
よ
り
第
一

次
制
限
給
水
（減
圧
給
水
）を
実
施
中
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
給
湯
器
を
使
用
す
る
場
合
に
支
障

が
な
い
よ
う
、
他
の
蛇
口
が
全
て
閉
っ
て
い
る
こ
と

を
前
提
に
圧
力
を
調
整
し
て
い
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
シ
ャ
ワ
ー
等
で
給

湯
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
同
時
に
使
用
し
な
い
よ

う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
時
間
給
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

第
一
次
制
限
給
水
（
減
圧
給
水
）
中
の
父
島
で 

 

は
、
皆
様
に
よ
る
節
水
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
使

用
量
は
昨
年
同
時
期
に
比
べ
約
２
割
の
削
減
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
１
日
１
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水

源
に
相
当
し
ま
す
。 

７
月
16
日
か
ら
は
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

か
ら
貸
与
を
受
け
た
海
水
淡
水
化
装
置
の
運
転
を
開

始
し
、
日
量
40
立
方
メ
ー
ト
ル
の
補
給
水
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
後
、
日
量
１
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
の
海
水
の
淡
水
化
を
進
め
る
予
定
で

い
ま
す
。 

し
か
し
、
今
後
も
降
水
量
が
少
な
く
、
さ
ら
に
ダ

ム
貯
水
量
が
低
下
し
た
場
合
は
、
時
間
給
水
を
実
施

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

第
一
段
階
と
し
て
、
夜
間
断
水
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
な
る
べ
く
先
延
し
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら
な

る
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
夜
間
断
水
の
実
施
に
際
し
て
は
、
事
前
に

周
知
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

母
島
の
状
況
は
、
ま
だ
父
島
ほ
ど
深
刻
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
貯
水
量
は
低
下
す
る
一
方
で
す
。
引
き

続
き
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

◎
扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
お
よ
び
村
役
場
庁
舎
の 

男
子
用
小
便
器
の
洗
浄
に
つ
い
て 

 

渇
水
に
伴
い
小
笠
原
村
が
直
接
管
理
す
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
節
水
対
策
と
し
て
ク
ー
ラ
ー
の
ド
レ
ン

水
の
利
用
に
よ
る
男
子
用
小
便
器
の
洗
浄
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

お
手
数
で
す
が
、
使
用
後
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
バ
ル

ブ
の
代
わ
り
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
で
便
器
を
流
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
小
笠
原
支
庁
が
管
理
す
る
園
地
に
関
し
て

は
、
診
療
所
駐
車
場
の
井
戸
水
を
利
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ご
家
庭
の
ク
ー
ラ
ー
の
ド
レ
ン
水
も
バ
ケ
ツ
等
に

貯
め
て
、
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う 

 
 
 
 
 

水
質
検
査
の
結
果 

  

東
京
都
が
第
３
回
目
の
水
道
水
の
放
射
性
物
質
の

検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
７
月
９
日
に
採
水
し
た
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
検
査
項
目
】
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム 

【
採
水
地
点
】
扇
浦
浄
水
場
、
沖
村
浄
水
場 

【
結
果
】 

《
父
島
》
１
・
０
ベ
ク
レ
ル
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満 

《
母
島
》
１
・
０
ベ
ク
レ
ル
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満 

父
島
・
母
島
と
も
に
、
不
検
出
で
す
。 

※
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
核
種
分
析
装
置
を
用
い
て

分
析 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
ご
報
告 

  

３
月
か
ら
始
め
ま
し
た
義
援
金
の
募
集
に
は
多
く

の
方
々
か
ら
善
意
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

村
で
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
７
月

27
日
現
在
１
２
９
３
万
６
７
２
８
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
中
に
は
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
ご
協
力

い
た
だ
い
た
金
額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

○
世
界
自
然
遺
産
登
録
直
前 

「
小
笠
原
先
取
り
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

７
万
６
４
６
１
円 

○
父
島
返
還
祭 

４
万
１
７
７
円 

義
援
金
の
募
集
は
９
月
30
日
（
金
）ま
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
善
意
あ
る
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

硫
黄
島
訪
島
事
業 

一
般
村
民
の
参
加
募
集
中
止 

 

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
延
期
し
て
い
た
硫

黄
島
訪
島
事
業
は
、
次
の
日
程
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
硫
黄
島
で
も
深
刻
な
水

不
足
が
続
い
て
お
り
、
必
要
最
小
限
の
人
員
し
か
配

備
さ
れ
て
い
な
い
体
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
例
年
ど
お
り
の
内
容
で
の
実
施
は
困

難
（上
陸
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
一
般
村
民
の
皆
様

の
参
加
募
集
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
事
情
を
ご
理
解
の
上
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
程
】 

 
 

９
月
17
日
（土
）午
後
９
時 

父
島
発 

 
 
 
 

18
日
（日
）早
朝 

 
 

硫
黄
島
着 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

上
陸
後 

 

慰
霊
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

午
後
１
時 

島
内
視
察 

19
日
（月
）午
前
８
時 

島
内
視
察 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

午
後
５
時 

硫
黄
島
発 

20
日
（火
）早
朝 

 
 

父
島
着 
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※
硫
黄
島
に
上
陸
で
き
な
い
場
合
は
、
硫
黄
島
お
よ

び
北
硫
黄
島
を
周
遊
し
な
が
ら
の
船
上
慰
霊
祭
を

実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

地
域
振
興
に
係
る 

 

補
助
事
業
の
募
集
（第
２
回
） 

  

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地
域
の

地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体
等
に
対
し
、
事

業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

※
補
助
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
全
体
へ
の
波

及
が
期
待
さ
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。 

な
お
、
補
助
事
業
の
う
ち
、
視
察
に
関
す
る
も

の
は
、
補
助
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

 
 

10
月
１
日
（土
）〜
平
成
24
年
３
月
31
日
（土
） 

【
提
出
書
類
】 

申
請
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
（指
定
様
式
）、
会

の
規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
８
月
29
日
（月
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

村
民
税
・
都
民
税
の
納
期 

 

村
民
税
・
都
民
税
の
第
２
期
の
納
期
限
は
、
８
月

31
日
（水
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
最
近
、
金
融
機
関
に
て
口
座
か
ら
の
自
動

払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
手
続
き
が
完
了
し
引
落
し
の
対
象
と
な
る
ま
で

１
か
月
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
、
第
２
期
の
引
落

し
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
第
３
期
よ
り
の
引
落
し
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
８
月
９
日
（火
）午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 
捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

父
島
保
育
園
非
常
勤
職
員 

（保
育
補
助
員
）の
募
集 

 

【
職
種
】
保
育
補
助
員 

【
採
用
人
員
】
１
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
期
間
】 

９
月
１
日
（木
）〜
平
成
24
年
３
月
31
日
（土
） 

【
勤
務
日
時
】 

月
曜
日
〜
土
曜
日 

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（週
29
時
間
以
内
） 

※
月
毎
の
シ
フ
ト
に
な
り
ま
す
。
時
間
等
要
相
談
。 

【
時
間
給
】 

《
資
格
有
》
１
２
９
０
円 

《
資
格
無
》
１
０
３
０
円 

【
応
募
資
格
】
村
内
に
在
住
す
る
方 

【
申
込
締
切
】
８
月
23
日
（火
） 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

村
立
中
学
校
の
教
科
書
の
採
択
結
果 

  

平
成
24
年
度
か
ら
村
立
中
学
校
で
使
用
す
る
教

科
書
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
平 

成
27
年
度
ま
で
採
用
さ
れ
ま
す
。 

【
採
択
結
果
】 

                          

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

村
営
バ
ス
夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ
の
実
施 

 

村
営
バ
ス
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合
わ

せ
、
８
月
６
日
（土
）
〜
21
日
（日
）
の
間
の
土
・
日

曜
日
に
限
り
夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。 

臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
扇
浦
線
（
村
役
場
前
〜
小
港
海

岸
）の
み
で
す
が
、
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
に
加
え
、
朝

の
便
と
、
お
昼
の
便
を
増
便
い
た
し
ま
す
。
夏
の
レ

ジ
ャ
ー
に
便
利
な
村
営
バ
ス
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

【
臨
時
ダ
イ
ヤ
運
行
時
間
】 

 

○
午
前
８
時
15
分
「
村
役
場
前
」
発 

 

○
午
前
８
時
30
分
「
小
港
海
岸
」
発 

 

○
午
後
１
時
30
分
「
村
役
場
前
」
発 

 

○
午
後
１
時
45
分
「
小
港
海
岸
」
発 

※
平
日
は
、
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。 

※
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
と
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
、
平
日
も

休
日
も
通
常
ど
お
り
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
無

い
様
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

「
が
ん
ば
れ
！
小
笠
原 

プ
レ
ゼ
ン
ト
ナ
イ
タ
ー
」
の
開
催 

 

８
月
20
日
（土
）東
京
ド
ー
ム
の
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ 

対 

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
（
試
合
開
始
午
後 

 

６
時
）に
て
、｢

が
ん
ば
れ
！ 

小
笠
原
プ
レ
ゼ
ン
ト
ナ

イ
タ
ー｣

を
開
催
し
、
観
光
親
善
大
使
小
笠
原
道
大
選

手
を
応
援
し
な
が
ら
、
小
笠
原
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。 

先
着
２
万
名
に
配
布
さ
れ
る
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
で

は
、
小
笠
原
旅
行
や
特
産
品
が
当
た
り
ま
す
。 

ま
た
、
試
合
前
に
は
東
京
ド
ー
ム
外
の
ス
テ
ー
ジ 

Ｇ
‐
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
、
南
洋
踊
り
の
披
露
や
観
光
Ｐ
Ｒ

も
行
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
、
球
場
で
、
テ
レ
ビ
の
前
で
、
小
笠
原
選

手
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

英 

語 

家 

庭 

技 

術 

保
健
体
育 

美 

術 

音 
楽 

（器
楽
） 

音 

楽 

（一
般
） 

理 

科 

数 

学 

地 

図 

社 

会 

（公
民
） 

社 

会 

（歴
史
） 

社 

会 

（地
理
） 

書 

写 

国 

語 

科 

目 

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ 

Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
Ｅ 

技
術
・
家
庭 

家
庭
分
野 

新
し
い
技
術
・
家
庭 

技
術
分
野 

新
し
い
保
健
体
育 

美
術 

 

中
学
生
の
器
楽 

 

中
学
生
の
音
楽 

新
し
い
科
学 

新
し
い
数
学 

中
学
校
社
会
科
地
図 

 

新
し
い
社
会 

公
民 

 

新
し
い
社
会 

歴
史 

社
会
科 

中
学
の
地
理 

世
界
の
す
が
た
と
日
本
の
国
土 

中
学
書
写 

国
語 

書 
 

名 

 

開
隆
堂 

教
育
図
書 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

光
村
図
書 

 

教
育
芸
術
社 

 

教
育
芸
術
社 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

帝
国
書
院 

 

東
京
書
籍 

 

東
京
書
籍 

 

帝
国
書
院 

光
村
図
書 

光
村
図
書 

発 

行 

者 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
８
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】 

○
８
月 

１
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

○
８
月
29
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
22
日
（月
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
） 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

自
衛
官
募
集 

 

【
募
集
種
目
】
一
般
曹
候
補
生 

【
対
象
年
齢
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
（月
）
〜
９
月
９
日
（金
） 

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部 

 
 

大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

夏
の
地
域
安
全
運
動 

 
小
笠
原
警
察
署
・
小
笠
原
防
犯
協
会
で
は
、
８
月

１
日
（月
）か
ら
７
日
（日
）ま
で
の
７
日
間
「
夏
の
地

域
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。「
守
ろ
う
よ 

わ
た

し
の
好
き
な 
島
だ
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
海
や

山
で
の
事
故
防
止
、
犯
罪
防
止
の
た
め
の
防
犯
パ
ト 

ロ
ー
ル
等
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
運
動
の
重
点
】 

 

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止 

 

○
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
の
防
止 

 

○
万
引
き
、
自
転
車
盗
の
被
害
防
止 

 

○
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止 

 

○
海
・
山
に
お
け
る
各
種
事
故
防
止 

 

○
農
作
物
の
被
害
防
止 

【
注
意
事
項
】 

 

○
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
、
鍵

の
抜
き
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
宿
泊
者
が
出
か
け
る
時
は
、
行
き
先
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

○
置
引
き
等
の
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

 

○
不
審
者
を
見
た
ら
す
ぐ
に
１
１
０
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

公
社
と
共
同
で
行
う 

人
材
育
成
事
業
（第
２
回
） 

  

島
し
ょ
地
域
に
お
住
ま
い
の
グ
ル
ー
プ
等
が
企
画

す
る
、
島
の
振
興
に
必
要
な
人
材
育
成
事
業
（
研 

 

修
、
講
習
等
）を
、
公
社
が
共
同
し
て
実
施
し
ま
す
。 

制
度
の
改
正
に
よ
り
、
年
度
途
中
で
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
対
象
事
業
】 

島
で
の
事
業
に
従
事
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
や

島
に
貢
献
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
の
技
術
や
知
識
な
ど
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
事
業 

【
支
援
の
対
象
と
な
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
】 

《
グ
ル
ー
プ
》 

概
ね
５
名
以
上
（
島
し
ょ
地
域
在
住
者
）
で

組
織
し
、
公
社
担
当
者
と
の
調
整
を
行
う
窓
口

や
担
当
者
を
設
置
で
き
る
団
体
等
（地
方
公
共

団
体
は
除
く
） 

《
小
規
模
企
業
者
》 

東
京
都
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
小
規
模
企
業
者 

《
個
人
事
業
者
》 

東
京
都
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
小
規
模
企
業
者
お
よ
び
個
人
事
業
者
は
、
申
請

時
に
登
記
簿
の
写
し
ま
た
は
開
業
届
の
写
し

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
か
ら
事
業
終
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

 

《
募
集
期
間
》
８
月
１
日
（月
）〜
９
月
30
日
（金
）

 

 

《
役
割
分
担
》 

採
択
後
、
公
社
と
申
請
者
は
事
業
内
容
に
応

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
協
議
し
ま
す
。 

 

《
報
告
書
》 

事
業
終
了
に
あ
た
り
、
申
請
者
は
事
業
報
告

書
を
提
出
し
ま
す
。 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
業
務
課 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

第
４
回 

伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島 

 
 

 
    

    
    

    
    

     
    

    
    

    
    

    
   

観
光
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
東
京
の
海
洋
財

産
で
あ
る
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
の
魅
力
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
も
っ
た
ポ
ス 

タ
ー
を
広
く
一
般
か
ら
公
募
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。 

応
募
方
法
や
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い
て 

 

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
10
月
31
日
（月
）必
着 

 

●
問
合
せ
先 

 

観
光
ポ
ス
タ
ー 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
７
２
８
―
８
２
４
７ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.islands-net.m

etro.tokyo.jp/ 
 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
８
月
26
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い 

※
予
約
が
必
要
で
す
。 
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【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
22
日
（月
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
23
日
（火
）午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を 

 

除
く 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

狩
猟
免
許
更
新
講
習
会
の
実
施 

 

平
成
20
年
度
に
狩
猟
免
許
（わ
な
猟
、
網
猟
、
銃

猟
）を
取
得
・
更
新
を
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。
狩
猟

免
許
を
更
新
す
る
に
は
、
講
習
を
受
け
、
適
性
検
査

（視
力
等
）に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
８
日
（木
）午
後
２
時
〜
５
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
申
込
方
法
】 

更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
添
付
資
料
お

よ
び
手
数
料
２
８
０
０
円
を
持
参
し
、
支
庁
産
業

課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
３
ｃｍ
、
横
２
・
４
ｃｍ

の
写
真
１
枚 

○
次
の
症
状
に
該
当
し
な
い
旨
記
載
さ
れ
た
医
師

の
診
断
書 

・
総
合
失
調
症
、
そ
う
う
つ
病
、
て
ん
か
ん 

・
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
ま
た
は
覚
せ
い
剤
の

中
毒
者 

・
自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
し
、
ま
た
は
そ 

の
判
別
に
従
っ
て
行
動
す
る
能
力
を
失
わ

せ
、
ま
た
は
著
し
く
低
下
さ
せ
る
症
状
を
呈

す
る
病
気
等 

○
現
に
受
け
て
い
る
狩
猟
免
状
の
原
本
（
免
状
を

紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、
狩
猟
免
状
等
亡
失
届

を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

○
印
鑑 

 

な
お
、
小
笠
原
村
診
療
所
で
医
師
の
診
断
を
受

け
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
診
療
所
へ
受
診
日
等
の

確
認
を
行
っ
た
う
え
で
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
８
日
（月
）〜
９
月
２
日
（金
） 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
産
業
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

平
成
24

年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に 

１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

【
時
期
】
９
月
15
日
（木
）〜
10
月
14
日
（金
） 

 
 
 
 

（こ
の
期
間
の
う
ち
６
日
間
程
度
） 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
、
１
日
現
地
講
習
が
あ
り

ま
す
。 

【
受
講
料
】
３
千
円 

【
申
込
用
紙
配
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
申
込
用
紙
配
付
期
間
】 

８
月
19
日
（金
）〜
８
月
31
日
（水
） 

【
申
込
締
切
】
８
月
31
日
（水
）午
後
５
時
15
分 

【
そ
の
他
】 

 
 

申
込
人
数
に
よ
り
、
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
の
新
規
認
定
講
習
に
つ
い

て
も
受
講
希
望
者
数
の
減
少
に
よ
る
開
催
の
困

難
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る
方
は
今
回

受
講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 

 

小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典
を
挙
行
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（月
）午
後
５
時
〜 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（月
）午
前
11
時
45
分
〜 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 
 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
８ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
盆
踊
り
練
習
会 

 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付
け

が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
本
番
前
の
肩

慣
ら
し
と
い
う
方
も
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー

認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
９
日
（火
）、
10
日
（水
） 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 
 
 
 
 

（雨
天
時 

船
客
待
合
所
） 

 

◎
盆
踊
り
唄
い
手
募
集 

 

盆
踊
り
最
終
日
（
13
日
（土
））
、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆

踊
り
曲
を
唄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
対
象
と
な
る
曲
目

と
、
申
し
込
み
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
、
盆
踊
り
練
習
会
の
ど
ち

ら
か
の
日
程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
我
こ
そ
は
、「
の

ど
自
慢
」
と
の
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内 

 

２
―
２
５
８
７
） 

【
申
込
締
切
】
８
月
９
日
（火
） 

 

◎
臨
時
バ
ス
運
行 

 

盆
踊
り
期
間
中
、
扇
浦
方
面
へ
の
臨
時
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
運
行
日
】
８
月
11
日
（木
）、
12
日
（金
）、
13
日
（
土
） 

【
路
線
】
お
祭
り
広
場
〜
扇
浦
〜
小
港
園
地 

【
運
賃
】
無
料 

【
運
行
時
刻
】
お
祭
り
広
場
発 

○
午
後
８
時
20
分
発 

○
午
後
９
時
発 

○
午
後
９
時
40
分
発 

【
予
約
制
】 

各
日
の
イ
ベ
ン
ト
開
始
時
刻
か
ら
先
着
順
に

て
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。 

【
定
員
】
各
便
28
名 

※
増
便
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
５
８
７ 

 

小
笠
原
の
星
空
は
日
本
一 

  

小
笠
原
の
星
空
が
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
環
境
省
主
催
の
「
全
国
星
空
継
続
観
察
」

に
お
い
て
平
成
22
年
度
に
行
わ
れ
た
全
国
６
２
７

団
体
の
調
査
結
果
の
う
ち
、
小
笠
原
天
文
倶
楽
部
が

父
島
の
小
港
海
岸
で
計
測
し
た
数
値
が
１
位
に
な
っ

た
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

こ
の
調
査
で
小
港
海
岸
の
夜
空
の
暗
さ
は
、
１
平

方
秒
角
あ
た
り
25
・
１
等
級
と
い
う
数
値
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
沖
縄
県
波
照
間
島
が
持
っ
て
い
た

日
本
記
録
を
明
る
さ
換
算
で
１
・
７
倍
も
上
回
る
（暗

い
）記
録
で
す
。 

星
空
は
、
星
の
な
い
夜
空
の
部
分
が
暗
い
ほ 

 

ど
、
暗
い
星
ま
で
見
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
美
し

い
星
空
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
星
空
が
日

本
一
美
し
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
言
っ
て
良
い
で

し
ょ
う
。 

夏
は
天
の
川
が
濃
く
見
え
る
季
節
で
す
。
月
の
な

い
夜
に
空
を
見
上
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
広

が
る
の
は
、
日
本
一
の
星
空
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 
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「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
16
回
「
天
の
川
の
一
本
づ
り
」 

 

小
笠
原
の
星
空
が
日
本
で
一
番
き
れ
い
だ
っ
て
わ

か
っ
た
ん
だ
っ
て
！ 

そ
し
て
そ
の
中
で
も
、
天
の
川

と
つ
り
ば
り
星
（さ
そ
り
座
）が
一
番
き
れ
い
な
季
節

が
、
今
年
も
や
っ
て
き
た
！ 

【
日
時
】
８
月
31
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】 

８
月
25
日
（
木
）よ
り
小
学
校
玄
関
に
申
込
用

紙
を
置
き
ま
す
の
で
、
申
込
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
８
月
30
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

国
立
天
文
台
内 

 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ 

 

８
月
は
26
日
（金
）、
27
日
（土
）
を
除
き
毎
日
開

館
し
ま
す
。 

【
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座
】 

○
世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
の
過
去
・
現
在
・
未
来 

 
 
 

登
録
ま
で
の
道
程
と
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果 

《
日
時
》
８
月
16
日
（火
） 

午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

《
講
師
》
可
知 

直
毅
（首
都
大
学
東
京
） 

○
小
笠
原
こ
と
ば
は
な
ぜ
重
要
か
？ 

こ
と
ば
も
固
有
種
？
！ 

《
日
時
》
８
月
17
日
（水
） 

午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

《
講
師
》
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ
（首
都
大
学
東
京
） 

 

○
戦
前
〜
ネ
イ
ビ
ー
時
代
の
小
笠
原 

写
真
を
見
な
が
ら
、
当
時
の
生
活
や
思
い
出

を
聞
こ
う
！ 

《
日
時
》
８
月
18
日
（木
）午
前
９
時
〜 

《
お
話
》
大
平 

京
子 

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ 

○
小
笠
原
に
来
た
芸
術
家
と
作
家
た
ち 

「
南
洋
の
楽
園
」
に
対
す
る
当
時
の
憧
れ 

《
日
時
》
８
月
18
日
（木
）午
前
10
時
35
分
〜 

《
講
師
》
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス 

（立
命
館
大
学
） 

【
講
演
会
】 

○
進
化
の
途
中
？
小
笠
原
の
植
物
の
ふ
し
ぎ
！ 

固
有
種
の
花
や
器
官
に
注
目
、
雌
雄
分
化 

な
ど
の
変
化
や
進
化
の
不
思
議
を
ご
紹
介 

《
日
時
》
８
月
30
日
（火
） 

午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

《
講
師
》
常
木
静
河
（
首
都
大
学
東
京
） 

 

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
、
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
ポ

ス
タ
ー
ま
た
は
、
配
布
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】
船
と
ぼ
く
ら
と
小
笠
原 

【
企
画
展
】
夏
は
や
っ
ぱ
り
南
島
！ 

開
催
中 

 
 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

                    

                      
 

  

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（母
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
８
月
29
日
（月
）午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級 

 

◎
お
や
つ
の
会
（母
島
）

 
  

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子
様
と

保
護
者 

【
日
時
】
８
月
30
日
（火
） 

 
 
 
 
 

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

今
回
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
８
月
12
日
（金
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
必
要
な
も
の
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

    

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会 

 

６
月
19
日
〜
29
日
の
間
、
パ
リ
（フ
ラ
ン
ス
）
の

ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。 

世
界
遺
産
委
員
会
は
世
界
遺
産
条
約
の
締
約
国
１

８
７
か
国
の
中
か
ら
異
な
る
地
域
や
文
化
に
偏
り
が

な
い
よ
う
に
選
ば
れ
た
21
か
国
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
原
則
毎
年
１
回
開
催
さ
れ
、
新
規
に

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
案
件
や
既
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
案
件
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
技
術
支
援
な

ど
を
審
議
、
決
定
し
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
諸
島
の
審
議
は
、
当
初
の
予
定
で
は
、
６

月
23
日
中
に
行
わ
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

既
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
案
件
の
審
議
な
ど
が

長
引
き
、
翌
24
日
の
午
後
３
時
30
分
頃
（日
本
時
間

８月の燃料油価格変動調整金  

 ８月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，０８０ （+1,016） 

２  等  品 ８，５１３ （+953） 

３  等  品 ７，９４５ （+889） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９１０ （+102） 

０．０７５トン以下 ６８６ （+77） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，５７０ (+790) ２，２９０ (+400) 

１ 等 ９，１５０ (+1,590) ４，５８０ (+800) 

村民割引 
（往復）２等 ５，９５０ (+1,030) ２，９８０ (+520) 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２７，３６０ (+2,260) １３，６８０ (+1,130) 
特 ２ 等 ３９，６６０ (+3,280) １９，８３０ (+1,640) 
１ 等 ５４，７１０ (+4,520) ２７，３６０ (+2,260) 
特 １ 等 ６２，４００ (+5,160) ３１，２１０ (+2,580) 
特 等 ６８，４５０ (+5,660) ３４，２３０ (+2,830) 
２等（学割） ２１，８９０ (+1,810)  

２等 
（身体障害者割引） 

１３，６８０ (+1,130)  ６，８５０ (+570) 
村民割引 
（往復）２等 ３６，９１０ (+3,050) １８，４７０ (+1,530) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，１１６ (＋912) 

２  等  品 １５，００３ (＋849) 

３  等  品 １３，８０１ (＋781) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６１４ (＋91) 

０．０７５トン以下  １，２０２ (＋68) 
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ジャンプするコブハクジラ 
（右上が頭部） 

午
後
10
時
30
分
頃
）に
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

委
員
国
よ
り
日
本
政
府
に
対
し
、
小
笠
原
で
の
地

震
と
津
波
の
影
響
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
大
き

な
被
害
が
な
か
っ
た
旨
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
Ｉ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
（国
際
自
然
保
護
連
合
）に
対
し
、
自
然
環
境
へ

の
脅
威
が
あ
る
か
ど
う
か
質
問
が
あ
り
、
侵
略
的
外

来
種
が
脅
威
で
あ
る
旨
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
対

策
に
つ
い
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
評
価
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
午
後
３
時
50
分
（日
本
時
間
午
後
10
時

50
分
頃
）小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
議
長
か
ら
、
日
本
に
対
す
る

お
祝
い
と
、
地
震
と
津
波
に
よ
る
被
害
者
に
対
し
お

悔
や
み
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 ◎
ノ
ネ
コ
捕
獲
開
始
に
つ
い
て 

  

小
笠
原
の
貴
重
な
動
物
た
ち
を
守
る
た
め
、
環
境

省
に
よ
り
山
域
で
ノ
ネ
コ
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
徐
々
に
集
落
に
近
い
場
所
で
の
捕
獲
に
入
っ
て

い
ま
す
。 

 

８
月
よ
り
、
三
日
月
山
、
宮
之
浜
、
釣
浜
周
辺
で

の
ノ
ネ
コ
の
捕
獲
を
開
始
し
ま
す
。
ネ
コ
が
捕
獲
さ

れ
た
場
合
、
内
地
の
動
物
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ネ
コ
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん

に
は
次
の
こ
と
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

○
動
物
巡
回
診
療
な
ど
で
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿

入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
普
段
外
出
し
て
い
る
ネ
コ
は
、
飼
い
ネ
コ
だ
と

わ
か
る
よ
う
な
目
印
（
首
輪
な
ど
）
を
お
願
い

し
ま
す
。 

○
ネ
コ
が
捕
獲
さ
れ
た
場
合
は
、
村
の
掲
示
板
に

貼
り
だ
し
ま
す
。
こ
ま
め
に
掲
示
板
を
見
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
捕
獲
カ
ゴ
の
な
か
で
ネ
コ
が
暴
れ
る
と
、
怪
我

を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

○
飼
い
ネ
コ
で
あ
っ
て
も
、
小
笠
原
へ
の
生
態
系

へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な

る
べ
く
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
未
だ
に
謎
の
多
い
ク
ジ
ラ
た
ち 

  

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
探
し
に
沖
合
の
海
域
に
出
か

け
る
と
、
珍
し
い
鯨
類
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
ア
カ
ボ
ウ
ク
ジ
ラ
科
の
鯨
類
で
す
。
ア
カ
ボ

ウ
ク
ジ
ラ
科
鯨
類
の
生
態
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の

種
も
あ
ま
り
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
骨
格
標
本

あ
る
い
は
少
数
の
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
個
体
の
研
究

結
果
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
種
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

さ
ら
に
外
部
形
態
や
行
動
の
記
載
が
と
て
も
少
な

い
の
で
、
洋
上
で
目
撃
す
る
機
会
が
あ
っ
て
も
、
専

門
家
で
さ
え
ク
ジ
ラ
の
種
を
識
別
す
る
の
は
大
変
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
カ
ボ
ウ
ク
ジ
ラ
科
の

鯨
類
は
、
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
個
体
の
調
査
か
ら
、

主
に
中
深
層
性
の
イ
カ
類
を
食
べ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ

ラ
と
同
様
に
深
海
ま
で
潜
る
鯨
類
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

先
日
、
硫
黄
三

島
ク
ル
ー
ズ
に
参

加
し
、
硫
黄
列
島

周
辺
の
鯨
類
目
視

調
査
を
行
い
ま
し

た
。
南
硫
黄
島
の

周
回
を
終
え
、
硫

黄
島
へ
向
か
う
途

中
、
遠
く
の
方
で

跳
ね
て
い
る
一
頭

の
鯨
類
が
見
え
た

の
で
す
。
そ
の
鯨

類
と
は
コ
ブ
ハ
ク

ジ
ラ
と
呼
ば
れ
る
ア
カ
ボ
ウ
ク
ジ
ラ
科
の
鯨
類
。
体

に
白
色
の
楕
円
形
の
傷
が
あ
り
、
外
洋
で
数
頭
の
群

を
つ
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
の
調
査
で
、
沖
合
に
出
か
け
た
と
き
も
、
こ
の

コ
ブ
ハ
ク
ジ
ラ
と
思
わ
れ
る
鯨
類
に
出
会
い
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ブ
ハ
ク
ジ
ラ
を
含
む
ア
カ
ボ
ウ
ク
ジ
ラ
科

の
鯨
類
の
出
現
に
、
季
節
性
が
あ
る
の
か
な
ど
、
今

後
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
も
し
海
上

で
正
体
不
明
の
鯨
類
を
見
か
け
た
ら
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
123 

 

―
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
ふ
化
始
ま
る
― 

 

父
島
列
島
で
は
順
調
に
産
卵
巣
数
が
増
え
て
い
る

中
、
聟
島
列
島
・
母
島
列
島
へ
も
調
査
に
行
き
ま
し

た
。 聟

島
列
島
調
査
で
は
聟
島
・
媒
島
・
嫁
島
で
合
計

86
上
陸
11
産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。
母
島
列
島
調

査
で
は
母
島
・
向
島
・
姉
島
・
平
島
で
合
計
５
１
２

上
陸
１
２
２
産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
は
雨
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
多
く
の
海
岸
で
砂
が
深
く
ま
で

乾
燥
し
て
い
ま
し
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
上
陸
し
て
大
穴

を
掘
り
始
め
ま
す
が
乾
燥
し
た
砂
は
な
か
な
か
掘
る

こ
と
が
出
来
ず
、
移
動
し
て
は
大
穴
掘
り
を
繰
り
返

し
ま
す
。
産
卵
出
来
ず
に
１
晩
で
同
じ
ウ
ミ
ガ
メ
が

何
度
も
上
陸
し
て
来
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
上
陸
数
は
非
常
に
多
い
の
で
す
が
産
卵
巣
数
は

見
合
っ
た
数
と
は
言
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

産
卵
上
陸
が
続
い
て
い
る
中
、
ふ
化
・
脱
出
情
報

も
増
え
て
来
て
い
ま
す
。
脱
出
直
前
の
産
卵
巣
は
上

を
歩
い
て
し
ま
う
と
巣
を
踏
み
抜
い
て
し
ま
う
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で
産
卵
巣
の
近
く
に
は
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

携
帯
電
話 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

 
 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin-
oce

an.net 
 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を
守
る
た
め
に 

 

お
祭
り
広
場
の
あ
る
大
神
山
公
園(

大
村
中
央
地

区)

内
の
大
村
海
岸
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
多

い
海
岸
で
す
。 

 

６
月
か
ら
８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が

産
卵
の
た
め
に
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ 

 

う
、
図
で
示
し
た
場
所
（蛇
か
ご
〜
砂
浜
ま
で
の
間
の

植
栽
地
）に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

今
年
は
昨
年
に
比
べ
て
と
て
も
多
く
の
母
ガ
メ
が

上
陸
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
大
村
海
岸
へ
の
夜
間

の
立
入
は
、
な
る
べ
く
１
か
所
に
し
て
明
る
い
所
か

ら
入
る
こ
と
で
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・
ふ
化
へ

の
影
響
を
軽
減
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ 

で
、
夜
間
の
公
園
内
の
立
入
に
つ
い
て
は
都
道
側
か

ら
で
は
な
く
、
青
灯
台
側
か
ら
静
か
に
入
っ
て
く
だ

さ
い
。 

                  

ま
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
上
が
っ
て
い
る
場

合
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
ウ
ミ

ガ
メ
の
視
界
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
、
も
し
も
入

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
静
止
し
、
カ
メ
の
視
界
か

ら
外
れ
て
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 
 

東
京
都
公
園
協
会
大
神
山
公
園 

 
 
 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
７
１
７
０ 
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ロコモは、メタボリックシンドローム等が原因で起こる「脳卒中」や「認知症」と

並び、寝たきりや、要介護状態の 3 大要因のひとつになっています。 

おもな加齢によるロコモの要因 

 

 

などにより、立つ・歩くなどの移動するための能力に支障をきたし寝たきりや要介
護状態になるリスクが高くなるといわれています。 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：暑い日が続いて、外に出るのがおっくうになっちゃうよ～ 
 

保健師：‘ロコモチェック’やってみましたか？ 介護予防のためにも適度の運動は必要です

が、暑い時に外で運動するときは、熱中症など十分な注意が必要です。そんな時

は、朝や夕方など気温が落ち着いているときや、家の中で体を動かすのもいいです

よ（家の中でも熱中症に注意です！）。 
 

クジラ：体を動かすことは介護予防としても大切なんだね。ストレッチなどはできるかなぁ。
 

保健師：掃除もけっこう体を使うのですよ。またやり方など、いつでも相談してくださいね。

ところで、7 月から新しい保健師が赴任しましたので、紹介いたします。 
 

丸 山：こんにちは。7 月から保健師として赴任しました丸山恵子（まるやま けいこ）です

今まで都内や千葉で看護の仕事をしていました。小笠原の素晴らしい自然に囲まれて

の生活、これから皆さんとお会いできることを楽しみしています。よろしくお願いし

ます！ 
 

クジラ・保健師：みなさん、よろしくお願いします！ 

知っていますか？ 

ロコモティブシンドローム（ロコモ） 

みなさんは普段何気なく身体を動かしていますが、‘立つ’‘座る’という動作ひとつとっても、動かすために

骨・関節・筋肉・靭帯・神経などさまざまな「運動器」がバランスよく連携ことですることで、身体は動いてい

ます。これら「運動器」が、主に加齢などで働きが衰えてくると、暮らしの中の自立度が低下し、介護が必要に

なったり、寝たきりになる可能性が高い状態になります。これらをロコモティブシンドローム（ロコモ）また

は「運動器症候群」といわれています。 

日本の 40 歳以上のロコモ人口は、推定 4700 万人とも言われています。 身体を動かす時には、運

動器がそれぞれ連携して

動いているため、どれか一

つが悪くなると身体はう

まく動かなくなってしま

ったり、またそれに関連し

ている運動器が同時に悪

くなってしまうこともあ
ります。 

○片足立ちで靴下がはけない 

○家の中でつまづいたり滑ったりする 

○横断歩道青信号で渡りきれない 

○階段を上がるのに手すりが必要である 

○15 分くらい続けて歩けない 

○2kg 程度の買い物をして持ち帰るのが困難である 

○家のやや重い仕事が困難である 

ひとつでもあてはまれば、ロコ

モの可能性があります。 

ラジオ体操、ウオーキング、

ストレッチなど、いろいろな運動

を積極的に行いましょう。 

ロコモティブシンドローム（ロコモ）ってなに？ 

あなたは、大丈夫?! 

※運動では、くれぐれもケガをしないように

注意しましょう。また腰や関節の痛みなど

がある場合は、一度ご相談くださいね。 

ロコモは「寝たきり」や「要介護」の原因に 

筋肉量の低下 関節、椎間板の軟骨減少や変形 骨量の減少 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １３８ 号   ― 

 



母島巡回労働相談 首都大学東京公開講座（父島～１８）

自衛官募集開始（～9/9）

夏の地域安全運動開始（～７） ＳＦ　ウミガメ放流

公社と協同で行う人材育成事業（第２回）申込開始（9/30）

ＳＦ　シマアジ放流

ＳＦ　ウミガメ放流

がんばれ！小笠原プレゼントナイター開催

定期予防接種 高校図書館開放

海上保安官になり隊！開催

ＳＦ　NEWSボニンタイム

入港日

村営バス夏季臨時ダイヤ開始（～21） 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習の実施

ＳＦ　JAMMIN 東京三弁護士会による法律相談（母島）

父島保育園非常勤職員（保育補助員）の募集

東京三弁護士会による法律相談（父島）

高校図書館開放 ＳＦ　南洋踊り＆KAKA

狩猟免許更新講習会申込開始（～9/2）

出港日

ＳＦ　星空観望会

行政相談所の開設

盆踊り唄い手申込締切 電話による無料法律相談

ＳＦ　盆踊り練習会 農業センターであそび隊！開催

ＳＦ　フラオハナ

村民意見・提案・相談受付 入港日

ＳＦ　盆踊り練習会 高校図書館開放

ＳＦ　盆踊り ＳＦ　野外映画会

地域振興に係る補助事業の募集（第２回）申込締切

乳幼児健診・歯科健診（母島）

ヘルスアップ教室（父島） 母島巡回労働相談

ＳＦ　盆踊り 育児学級おやつの会（母島）

ギャラクティック・キッズ申込締切

ＳＦ　盆踊り 出港日

村民税・都民税の納期限

高校図書館開放 国民健康保険税の納期限

介護保険料の納期限

後期高齢者医療保険料納期限

小笠原諸島戦没者追悼式典 東京都自然ガイド講習会申込締切

ＳＦ　星空観望会 ギャラクティック・キッズ開催

1 月

31 水

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

14 日

15 月

12 金

13 土

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

入・出港日

入・出港日

入・出港日

入・出港日

入・出港日

入・出港日

入・出港日




